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研究のねらい 

児童が楽しみながら，進んでコミュニケーションを図ろうとする態度を養うた

めに，どのような活動内容や運営の仕方が有効かどうかを Tomilish Time の実

践を通して検証する。 

研究・活動の概要 

Tomilish Time（トミリッシュタイム）とは，外国語活動の授業づくりを支えるベースとして，

全校で行っている短時間の外国語活動を指す。児童が楽しみながら，進んでコミュニケーション

を図ろうとする態度を養うための活動内容を工夫し，毎週水曜日の朝活動の時間を活用して年間

３９回，全校で活動を行った。教職員を対象に中間アンケートを実施しながら，活動の改善を重

ねた。他校視察では，外国語活動の短時間学習について，活動の様子を参観したり意見交流を行

ったりしたことで，本研究の参考とした。 

成果と課題 

【成果】 

① 共通の学びによる全校児童のつながり 

TV 放送を活用することで，ALT と JTE が全校児童に対し一斉指導を行うことができた。全校で同

じ表現を学ぶよさは，異学年交流の際の児童の姿を通して実感できた。学年ごとに異なるフレーズ

を学習していても，“I see.”，“Me, too.”など，相手へのリアクションの言葉を通じてつなが

り，互いの気持ちを伝え合うことができた。 

② 異学年交流の増加による双方向の学び 

今年度，「全校 TV 放送」→「学年交流」→「異学年交流」のサイクルを年間５回設定し，全て

の学年と異学年交流を行った。交流を通し，上学年が積極的に下学年に話しかけたり，話したこと

に反応したりする様子を見て，下学年の児童のコミュニケーション態度に変容が見られるようにな

った。上学年をまねてリアクションを取ったり，自分たちから進んで話しかけたりするようになっ

た。また，全学年と交流し，互いの顔や名前を知ることで，進んで挨拶する児童の様子が見られる

ようになった。 

【課題】 

TV 放送の難しさ 

全校 TV 放送を通して全校児童に一斉指導できるよさがある一方，コミュニケーション活動の上

での視聴覚機器使用の限界も感じていた。学級担任が発達段階に応じて説明を加えたり，活動が円

滑に進むように働きかけたりすることで，TV 放送の内容と児童をつなぐパイプ役を担ってきたが，

コミュニケーション活動を行うに当たり，担任が教室で果たす役割がより重要性を増してくると考

える。 
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